
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
必
要
な
資
金
」
の
下
に「（
第
三
号
に
掲
げ
る
資
金
の
貸
付
け
に
あ
つ
て
は
、
当
該
貸
付
け
に

必
要
な
資
金
の
二
分
の
一
以
内
）」を
加
え
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
提
出
者
に

対
す
る
同
法
第
五
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
公
募
設
置
等
計
画
に
基
づ
く
同
法
第
五
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
公
募
対
象
公
園
施
設
及
び
同
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
公
園
施
設
の
建
設
に
要
す
る
費
用

で
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
の
も
の
に
充
て
る
資
金
の
貸
付
け

（
生
産
緑
地
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

生
産
緑
地
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
の
農
地
等
（
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
十
九
号
）
第
九
十
八
条
第
一
項
（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
仮
換
地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
農
地
等
に
あ
つ

て
は
、
当
該
農
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
）
に
つ
い
て
所
有
権
、
対
抗
要
件
を
備
え
た
地
上
権
若
し
く
は
賃
借

権
又
は
登
記
し
た
永
小
作
権
、
先
取
特
権
、
質
権
若
し
く
は
抵
当
権
を
有
す
る
者
及
び
こ
れ
ら
の
権
利
に
関
す
る
仮

登
記
、
こ
れ
ら
の
権
利
に
関
す
る
差
押
え
の
登
記
又
は
そ
の
農
地
等
に
関
す
る
買
戻
し
の
特
約
の
登
記
の
登
記
名
義

人
」
を
「
に
お
け
る
農
地
等
利
害
関
係
人
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

４

前
項
の
「
農
地
等
利
害
関
係
人
」
と
は
、
農
地
等
（
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
九
十
八
条
第
一
項
（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
十

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
仮
換
地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
農
地
等
に
あ
つ
て
は
、
当

該
農
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
所
有
権
、
対
抗
要
件
を
備
え
た

地
上
権
若
し
く
は
賃
借
権
又
は
登
記
し
た
永
小
作
権
、
先
取
特
権
、
質
権
若
し
く
は
抵
当
権
を
有
す
る
者
及
び
こ

れ
ら
の
権
利
に
関
す
る
仮
登
記
若
し
く
は
差
押
え
の
登
記
又
は
農
地
等
に
関
す
る
買
戻
し
の
特
約
の
登
記
の
登
記

名
義
人
を
い
う
。

第
三
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

市
町
村
は
、
公
園
、
緑
地
そ
の
他
の
公
共
空
地
の
整
備
の
状
況
及
び
土
地
利
用
の
状
況
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
条
例
で
、
区
域
の

規
模
に
関
す
る
条
件
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

生
産
緑
地
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
は
、
都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
基
本
計
画
（
同
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）が
定
め
ら
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
基
本
計
画
に
即
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
第
二
項
中
「
で
当
該
生
産
緑
地
に
お
い
て
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
」
を
削
り
、「
生
活

環
境
の
悪
化
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
」
を
「
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
上
で
支
障
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及

び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
施
設
で
、
当
該
生
産
緑
地
に
お
い
て
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の

イ

農
産
物
、
林
産
物
又
は
水
産
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
農
産
物
等
」
と
い
う
。）の
生
産
又
は
集
荷
の

用
に
供
す
る
施
設

ロ

農
林
漁
業
の
生
産
資
材
の
貯
蔵
又
は
保
管
の
用
に
供
す
る
施
設

ハ

農
産
物
等
の
処
理
又
は
貯
蔵
に
必
要
な
共
同
利
用
施
設

ニ

農
林
漁
業
に
従
事
す
る
者
の
休
憩
施
設

二

次
に
掲
げ
る
施
設
で
、
当
該
生
産
緑
地
の
保
全
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
く
、
か
つ
、
当
該
生

産
緑
地
に
お
け
る
農
林
漁
業
の
安
定
的
な
継
続
に
資
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
も
の

イ

当
該
生
産
緑
地
地
区
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物
等
を
主
た
る
原
材
料
と
し

て
使
用
す
る
製
造
又
は
加
工
の
用
に
供
す
る
施
設

ロ

イ
の
農
産
物
等
又
は
こ
れ
を
主
た
る
原
材
料
と
し
て
製
造
さ
れ
、
若
し
く
は
加
工
さ
れ
た
物
品
の
販
売
の

用
に
供
す
る
施
設

ハ

イ
の
農
産
物
等
を
主
た
る
材
料
と
す
る
料
理
の
提
供
の
用
に
供
す
る
施
設

第
八
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
田
園
住
居
地
域
内
の
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
（
現
に
農
業
の
用
に
供
さ

れ
て
い
る
農
地
の
区
域
に
限
る
。）内
に
お
い
て
行
う
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
設
置
又
は
管
理
に
係
る
行
為

に
つ
い
て
第
一
項
の
許
可
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
行
為
の
う
ち
同
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
要
す
る
行

為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
同
項
の
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
十
条
中
「
所
有
者
」
の
下
に「（
以
下
「
生
産
緑
地
所
有
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
経
過
し
た
と
き
、
又
は
当

該
告
示
後
に
当
該
生
産
緑
地
に
係
る
農
林
漁
業
の
主
た
る
従
事
者
（
当
該
生
産
緑
地
に
係
る
農
林
漁
業
の
業
務
に
、

当
該
業
務
に
つ
き
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
以
上
従
事
し
て
い
る
者
を
含
む
。）が
死

亡
し
、
若
し
く
は
農
林
漁
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
さ
せ
る
故
障
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を

有
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
」
を
「
経
過
す
る
日
（
以
下
「
申
出
基
準
日
」
と
い
う
。）以
後
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

生
産
緑
地
所
有
者
は
、
前
項
前
段
の
場
合
の
ほ
か
、
同
項
の
告
示
の
日
以
後
に
お
い
て
、
当
該
生
産
緑
地
に
係

る
農
林
漁
業
の
主
た
る
従
事
者
（
当
該
生
産
緑
地
に
係
る
農
林
漁
業
の
業
務
に
、
当
該
業
務
に
つ
き
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
以
上
従
事
し
て
い
る
者
を
含
む
。）が
死
亡
し
、
又
は
農
林
漁
業
に
従

事
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
さ
せ
る
故
障
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
有
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
市

町
村
長
に
対
し
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
の
書
面
を
も
つ
て
、
当
該
生
産
緑
地
を
時
価
で
買
い
取
る
べ
き

旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
後
段
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
）

第
十
条
の
二

市
町
村
長
は
、
申
出
基
準
日
が
近
く
到
来
す
る
こ
と
と
な
る
生
産
緑
地
の
う
ち
、
そ
の
周
辺
の
地
域

に
お
け
る
公
園
、
緑
地
そ
の
他
の
公
共
空
地
の
整
備
の
状
況
及
び
土
地
利
用
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
当
該
申
出
基

準
日
以
後
に
お
い
て
も
そ
の
保
全
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を
図
る
上
で
特
に
有
効
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
特
定
生
産
緑
地
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。）は
、
申
出
基
準
日
ま
で
に
行
う
も
の
と
し
、
そ
の

指
定
の
期
限
は
、
当
該
申
出
基
準
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
と
す
る
。

３

市
町
村
長
は
、
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
生
産
緑
地
に
係
る
農
地
等
利
害
関
係
人

（
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
農
地
等
利
害
関
係
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
同
意
を
得
る
と
と
も
に
、
市
町
村

都
市
計
画
審
議
会
（
当
該
市
町
村
に
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
が
置
か
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
市
町
村
の
存

す
る
都
道
府
県
の
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
。
第
十
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４

市
町
村
長
は
、
指
定
を
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
生
産
緑
地
を
公

示
す
る
と
と
も
に
、そ
の
旨
を
当
該
特
定
生
産
緑
地
に
係
る
農
地
等
利
害
関
係
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
の
期
限
の
延
長
）

第
十
条
の
三

市
町
村
長
は
、
申
出
基
準
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
が
近
く
到
来
す
る
こ
と
と
な
る
特

定
生
産
緑
地
に
つ
い
て
当
該
日
以
後
に
お
い
て
も
指
定
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
指
定

の
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
特
定
生
産
緑
地
に
つ
い
て
当
該
延
長
に
係
る
期
限
が
経
過
す
る
日
以

後
に
お
い
て
も
更
に
指
定
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
期
限
の
延
長
は
、
申
出
基
準
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
（
同
項
の
規
定
に
よ

り
指
定
の
期
限
を
延
長
し
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
後
の
期
限
が
経
過
す
る
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
期

限
日
」
と
い
う
。）ま
で
に
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
延
長
後
の
期
限
は
、
当
該
指
定
期
限
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を

経
過
す
る
日
と
す
る
。

３

前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
期
限
の
延
長
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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